
（心筋梗塞、狭心症など）
こう そく
心臓病

（脳出血、脳梗塞）
脳卒中

（壊疽、大動脈瘤など）
りゅうえ　そ

その他の動脈硬化性疾患

内臓脂肪が分泌する物質の働きで、様々な病気が進行したり、
血栓ができやすくなったりして、動脈硬化が進む動脈硬化を促進

食べ過ぎ、飲み過ぎ、運動不足、喫煙など
すると

脂質異常

メタボリックシンドローム

血圧高値 高血糖

内臓のまわりに脂肪がたまる
（内臓脂肪型肥満）

メタボリックシンドローム
を予防するためには、
食事・運動・喫煙などの
生活習慣の改善が
何より大切です！
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メタボリックシンドロームはこうして進行します！
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生活習慣病予防のための基礎知識
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ウイルス性
肝炎とは

歯周病
とは

　ウイルス性肝炎は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ型などの肝炎ウイ
ルスの感染によって起こる肝臓の病気です。Ａ型、Ｅ型肝炎
ウイルスは主に食べ物を介して感染し、Ｂ型、Ｃ型、Ｄ型肝
炎ウイルスは主に血液を介して感染します。中でもＢ型、Ｃ
型肝炎ウイルスについては、感染すると慢性の肝臓病を引き
起こす原因ともなります。

　歯の周りには歯を支えるいろいろな組織（歯肉、歯根膜、
セメント質、歯槽骨）があります。歯周病は、これらの歯を
支える組織が細菌に感染し、炎症と破壊が進むことで起こり
ます。歯周病はプラーク（歯垢）がたまることからはじまり
ます。ブラッシングで口腔内を清潔に保つことが一番です。

心臓病や脳卒中の危険性を高めるメタボリックシンドローム

朝起きたとき、口の中が粘ついたり妙
な味がする。
歯を磨くときやリンゴを食べたとき、
歯ぐきから出血することがある。
冷たい水を飲むと、むし歯もないのに、
歯や歯ぐきがしみて痛い。
歯ぐきが赤くはれたり痛むことがあ
り、押すと血やウミが出る。
口臭があり、親しい人から口が臭いと
言われたことがある。
鏡で見ると前よりも歯が長くなったよ
うに感じる。
歯ぐきがむずがゆく、ぐらぐらと動く
感じがする。
歯と歯の間によく食べ物がはさまる。

たばこは吸わない！
　ニコチンなどの作用によって、血液の
流れが悪くなり、細菌と戦う働きが弱く
なってしまいます。
軟らかいものばかり食べない！
　柔らかい食べ物はカスが歯につき、プ
ラークが形成されやすくなります。
糖分（砂糖）を摂り過ぎない！
　大人だけでなく、今や子供にも歯周病
が多くみられます。
ストレスをためない！
　ストレスは歯ぎしりのもとになり、歯
ぎしりは歯周病を悪化させます。自分で
は気がつかない歯ぎしりにも家族は注意
を払いましょう。

肝炎になると

これらの症状は歯周病の兆候です！ 予防法は生活習慣の改善です！！

かかりつけの歯科医を持ちましょう

○高尿酸血症（7.0mg/dl以上）はメタボリックシンドロームと関係が強いといわれて
います。

○肥満は腎臓を傷つける因子です。

メタボリックシンドロームの診断基準
※上記の❶に加えて、❷～❹の２項目以上に該当するとメタボリックシンドロー
ムと診断されます。（また、❶に加え、❷～❹の１項目に該当するとメタボリッ
クシンドローム予備群となります。）

❶ 腹　　囲：男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
❷ 脂質異常：中性脂肪が150mg/dl
	　　　　　　または（かつ）HDLコレステロール40mg/dl未満
❸ 高 血 圧：収縮期血圧130mmhg以上
	　　　　　　または（かつ）拡張期血圧85mmhg以上
❹ 高 血 糖：空腹時血糖が110mg/dl以上

※この診断基準でメタボリックシンドロームと診断された場合には、血糖値が正常であっても、
糖に関する詳しい検査（75ｇ糖負荷試験など）をお勧めします。医療機関にご相談ください。
※高中性脂肪血症、低HDLコレステロール血症、高血圧症、糖尿病で薬剤治療中の方はそれぞ
れの項目に該当します。

「メタボリックシンドローム診断基準検討委員会」平成17年４月８日発表

　肝臓の細胞が壊れて、肝臓の働きが悪くなります。一部の人で
は、倦怠感、食欲不振、吐き気、黄疸（皮膚が黄色くなること）な
どの症状が出ることがありますが、全く症状が出ないことも少な
くありません。
　Ｃ型肝炎に感染すると多くの人が持続感染の状態となりますが、その後慢性肝炎
になる人も多く、さらに一部の人では肝硬変や肝臓がんへと進行する場合があるこ
とから注意が必要です。




